
自衛隊員は、数ある仕事の中でも「平和を仕事にする」を胸に、
誇りをもって社会に貢献できます。
ここでは、自衛隊がどのような仕事をし、
自衛官になるためにはどのようなコースがあるか紹介します。

自衛隊員である誇りと使命を胸に

自衛隊とは

みなさんは、自衛隊の仕事を知っていますか。
「国の平和と独立を守る」という重要な使命のもと、わが国に対する侵略行為には即座に対応し、自然災害時には人
命救助と復興に尽力する。さらには自衛隊の力を必要とする諸外国に赴き、国際社会の平和にも貢献しています。

「平和を、仕事にする。」
その誇りがあります。

国の防衛 国際平和協力災害派遣
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14万人を超える隊員が日本の平和
と独立を維持するべく、日夜任務に
励んでいます。万一、国土への侵略
があった場合には、防衛の中心的な
役割を担います。

海洋国家である日本の国土防衛の最
前線で活躍し、平素から我が国安全
保障に影響を及ぼす事態に適切に対
処するとともに、生命線である海上
交通の安全確保に努めています。

飛行部隊をはじめ、警戒官制部隊や
高射部隊により、日本の領域を侵犯
する航空機や弾道ミサイルなど、空
からの脅威を未然に防ぎます。

活躍のフィールド

自衛隊で働くということ

自衛隊には多様な働き方（コース）、多くの職種・職域があり、自分の興味や得意分野を活かしながら、一人ひとりが
イメージする「将来の自分」を実現できる幅広いフィールドが広がっています。また、自衛隊員は特別職国家公務員
としての身分が保障されており、給与、保険など安定した処遇・福利厚生のもと、目標に向かって邁進することが�
できます。

さまざまな形で社会に貢献できる、
幅広いフィールドがあります。

陸上自衛隊

海上自衛隊

航空自衛隊
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P-3C/P-1哨戒機、US-1A/2救難飛
行艇、SH-60J/K艦載ヘリコプター
等の搭乗員として飛行任務を実施
します。

航空機の機体、エンジン及び計器
並びにこれらを維持するための器
材等の整備、修理、補給等に関す
る業務を行います。

艦艇及び陸上部隊において、隊員
に対する給食業務を実施します。

護衛艦、潜水艦で魚雷等の水中武
器、ソナー等の水中捜索機器を操
作し、潜水艦の捜索、攻撃及び器
材の整備を行います。

各種化学器材をもって放射性物質
等で汚染された地域を偵察し、汚
染された人員・装備品等の除染を
行います。

情報資料の収集、処理及び情報の
配布、秘密保全等を業務とします。

浅海域における簡単な水中作業や
機雷・不発弾等の爆発物の捜索・
処分、深海域における潜水艦等の
乗員の救助に従事します。

給養

航空自衛隊で使用する物品の需給
統制、在庫管理、取得出納、保管等
を行います。

戦闘機、輸送機、偵察機及び政府
専用機などを操縦し、防空、偵察
航空、航空輸送及び航空救難など
を行います。

1.自衛隊の仕事図鑑
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P-3C/P-1哨戒機、US-1A/2救難飛
行艇、SH-60J/K艦載ヘリコプター
等の搭乗員として飛行任務を実施
します。

航空機の機体、エンジン及び計器
並びにこれらを維持するための器
材等の整備、修理、補給等に関す
る業務を行います。

艦艇及び陸上部隊において、隊員
に対する給食業務を実施します。

護衛艦、潜水艦で魚雷等の水中武
器、ソナー等の水中捜索機器を操
作し、潜水艦の捜索、攻撃及び器
材の整備を行います。

各種化学器材をもって放射性物質
等で汚染された地域を偵察し、汚
染された人員・装備品等の除染を
行います。

情報資料の収集、処理及び情報の
配布、秘密保全等を業務とします。

浅海域における簡単な水中作業や
機雷・不発弾等の爆発物の捜索・
処分、深海域における潜水艦等の
乗員の救助に従事します。

給養

航空自衛隊で使用する物品の需給
統制、在庫管理、取得出納、保管等
を行います。

戦闘機、輸送機、偵察機及び政府
専用機などを操縦し、防空、偵察
航空、航空輸送及び航空救難など
を行います。

14万人を超える隊員が日夜任務に励んでいます。万一、国土への侵略があった場合には防衛の中心的な役割を担います。

海洋国家である日本の国土防衛の最前線で活躍しています。海上交通の安全を確保します。

飛行部隊や高射部隊などにより、日本の領域を侵犯する航空機や弾道ミサイルなど、空からの脅威を防ぎます。

1.自衛隊の仕事図鑑 自衛隊はいろいろな職種のプロフェッショナルによって成り立っています。
陸・海・空自衛隊には、きっと皆さんも興味を持つ様々な職種・職域があります。
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2.自衛官になるための様々なコース

部隊の中核となる自衛官を目指す
部隊の基幹隊員である陸・海・空曹自衛官を養成する制度です。
入隊後、教育課程や部隊勤務で知識や経験を積み、それぞれの職域のプロとして活躍します。
自衛官の基礎知識はもちろん専門的な技能まで、じっくりと着実に身に付けながら自分のペースで成長する
ことができます。

一般曹候補生

技術と体力を一心に磨く任期制自衛官
自衛官となるために必要な基礎的教育訓練を経て、任用期間の定められた「任期制自衛官」に任官します。
様々な教育訓練や職務を通じた技術の習得、任期満了後の再就職に向けた資格の取得など、希望にあった将
来設計が描けます。
任期満了後も任期を継続する道や選抜試験を経て曹に昇任し非任期の自衛官になる道も開けています。任期
満了で自衛隊を離れる場合には民間企業などの再就職支援をしっかり行っています。

自衛官候補生

３等陸・海・空曹昇任後、約４年で
幹部候補生部内選抜試験の受験資格
が得られ、これに合格すれば幹部に
昇任が可能

詳細はこちらから

詳細はこちらから
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2.自衛官になるための様々なコース

自衛官への第一歩

基礎的教育訓練

採用試験（女子） 多くの方がお祝い・応援してくれる入隊激励会 同期とともに新たな世界へ

部隊での活躍

それぞれの職域のプロとしてわが国防衛のために貢献 自然災害時には人命救助・復興に尽力 国際社会の平和に貢献

国の防衛 国際平和協力災害派遣

職域のプロとして自衛隊で活躍培った技能を生かし
民間で活躍

自衛官になるといっても、その職域や進路は多種多様です。
希望や適性に応じて最適なコースを選択することができます。

自衛官候補生 一般曹候補生
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国を思い自分を見つめる若人
将来、各自衛隊の幹部自衛官となる者を4年間の教育訓練と全寮制の規律ある団体生活を通じて養成します。
広い視野、科学的な思考力、豊かな人間性を持ち、創造力と活力に溢れる優れた幹部自衛官となるため、知育
以外に徳育と体育を重視しています。

防衛大学校学生

年間行事

学生の1日 校友会活動
06：00 起床
06：35 朝食
08：10 国旗掲揚
 課業行進
08：30 午前授業
12：00 昼食
13：15 午後授業
16：30 校友会活動
17：15 国旗降下
18：15 夕食
19：45 自習
22：30 消灯

持続走競技会
（1･２･４年）

※作業服に半長靴、背のう、水筒等約 10kg の装備を身につけて 7kmのコースを 8名 1チームの集団で走るタイムレース

4月4月 5月5月 6月6月 7月7月 8月8月 9月9月 10月10月 11月11月 12月12月 1月1月 2月2月 3月3月
夏期休暇 冬期休暇

冬期定期訓練（3・4年）

前期定期試験

後期
定期試験

水泳競技会

秋季定期訓練（1年）

開校記念祭

スキー訓練（2年） 断郊競技会※（3年）

春季定期訓練（全学年）

カッター競技会
（2年）

入校式

夏季定期訓練（全学年）

遠泳（1年）

卒業ダンスパーティー

卒業式

学校祭では、観閲式、訓練展示、
「棒倒し」など、防大ならではの
催しが行われます。

有名な帽子投げ！
4年間の苦労が報われる
1日です。

校友会活動（クラブ活動）も盛
んで、全員が加入し、友情や気
力・体力、連帯感を養います。

「学び、鍛え、親睦を深める」をモットーに、年間を通して多彩な行事が行われています。

詳細はこちらから
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指揮を執る。この国を守り抜くために
�防衛大学校と一般大学の卒業生が、陸・海・空自衛隊それぞれの幹部候補生学校において、自衛隊組織の骨
幹である幹部自衛官として必要な知識と技能を学びながら、その資質を養います。

一般幹部候補生

キャリアアップ

幕僚長・司令官・総監
師団長・司令
連隊長・群長・艦長・群司令

指揮・統率力の完成

大、中隊長・艦長・飛行隊長
司令部等の幕僚

指揮・統率能力の向上

小、中隊長・艇長
班長・分隊長・分隊士

実員指揮能力の向上

幹部高級課程等へ入校

指揮幕僚課程等へ入校

選抜試験等

幹部候補生課程教育等

戦史や安全保障
研究職域・専門職域

自衛隊の学校教官

海外留学

防衛駐在官

機関勤務

修士・博士課程
（防大・一般大学）

将

将補

１佐

2佐

3佐

1尉

2尉

3尉

曹長

陸
自

空
自

海
自

約
10年

約
10年

約
10年

陸自幹部候補生学校（久留米） 海自幹部候補生学校（江田島）

陸海空幹部候補生学校における訓練の様子

空自幹部候補生学校（奈良）

詳細はこちらから
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学生生活など
学生の1日

学生の1日

校友会活動

生命をつなぐ平和と医療の先駆者
将来、医師である幹部自衛官となる者を6年間の教育訓練と全寮制の規律ある団体生活を通じて養成します。
医師としての知識や技能のほかに、生命の尊厳への理解やあらゆる任務を遂行できる強靭な体力も養います。

防衛医科大学校医学科学生

人を救う保健師・看護師に
�将来、保健師・看護師である幹部自衛官となる者を4年間の教育訓練と全寮制の規律ある団体生活を通じて養成します。
看護専門職者としての優れた教養・知識・技術の実践を通して、防衛省・自衛隊の国内外における活動に貢献できる人材
を育成します。

防衛医科大学校看護学科学生

06：30 起床
06：40 朝食
08：00 国旗掲揚
08：15 課業行進
08：30 午前授業
11：50 昼食
13：00 午後授業
17：00 学友会活動
17：15 国旗降下
17：30 夕食
21：00 自習
24：00 消灯

06：30 起床
06：40 朝食
08：00 国旗掲揚
08：15 課業行進
08：30 午前授業
11：50 昼食
13：00 午後授業
17：00 学友会活動
17：15 国旗降下
17：30 夕食
21：00 自習
23：00 消灯

校友会活動（クラブ活動）も盛
んで、原則全員が加入し、看護
学科と合同で練習を行ってい
ます。

詳細はこちらから

詳細はこちらから

27 平成29年版 防衛白書



大空で活躍する夢を最年少で実現
海自または空自のパイロットなどを養成します。
団体生活を送りながら各種訓練を受け、戦闘機、哨戒機、輸送機、ヘリコプターなどのパイロットなどに最年
少でなることができます。

航空学生

※詳細につきましては、ホームページをご覧ください。　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

技術的スペシャリストへの入り口
高機能化・システム化された装備品を運用する陸上自衛官となる者を養成するための学校です。
国際社会においても自信を持って対応できる自衛官を育てます。

自衛官未経験でも予備自衛官に
社会人や学生といった自衛官未経験者であっても、「予備自衛官補」として教育訓練を受ければ、「予備自衛
官」に任用され、各種事態において自衛官として社会に貢献できます。
「一般」と「技能」（語学、医療など）のコースがあります。

高等工科学校生徒

予備自衛官補  参照  P.416

予備
自衛官

元
自衛官

●防衛招集応招義務
●国民保護等招集応招義務
●災害招集応招義務
●訓練招集応招義務

予備
自衛官補

●教育訓練招集
応招義務

自衛官
未経験者

志願

試験

任用

教育訓練
終了後

海上自衛隊で搭乗できる主な機種の例 航空自衛隊で搭乗できる主な機種の例

SH-60K F-2P-1 UH-60J

一般教育 専門教育 防衛基礎学

詳細はこちらから

詳細はこちらから

詳細はこちらから
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